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ゴムラテックス打設状況
NEXCO東日本つくば舗装工事

「ゴムラテックスモルタル舗装」の構造

高架橋の損傷を防ぐ「ゴムラテックスモルタル舗装」

　都市部の高速道路などの高架橋では、近年の車両の大型化や交通量の増加に伴って金属疲労が進行し、

床部材の鋼板に亀裂が発生する事例が増えています。そこで竹中道路では、川崎重工業、太平洋マテリアルと

共同で、このような疲労損傷を軽減する新しい舗装技術「ゴムラテックスモルタル舗装」を開発しました。

　ゴムラテックスモルタルは接着性に優れた材料で、鋼板の上面に敷設して一体化させることで変形しにくい

複合板を形成します。鋼板の変形を小さくすることで金属疲労を低減し、高架橋の損傷を防ぐことができます。

　また、ゴムラテックスモルタルの耐用年数は約30年で、従来の舗装材料（グースアスファルト）に比べて３倍

の耐久性を有しています。このため舗装の補修回数を減らすことができ、交通規制による渋滞や工事中の

騒音・振動といった周辺への影響を軽減するとともに、舗装材の撤去によって発生する産業廃棄物も少なく

することができます。

竹中道路は、竹中グループの道路工事会社として道路の舗装や補修などを行っています。

日常生活に欠かすことのできない「道」の工事を通じて、環境保全や環境負荷の低減に

取り組んでいます。ここでは、環境負荷を低減できる舗装技術を紹介します。

10   グループ会社の取組み
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